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第-章 貴族日記における自己表出- 台記 ･中右記を中心に-
藤原頼長は従一位左大臣にまでなった上級貴族であると同時に,経書の知識を実際の政務や儀式で使用























･文事における種々の文章 ･詩歌作成能力)をもって,後三条 ･白河 ･堀河三代の帝師となるなどして朝
廷に奉仕した ｢良臣｣であったというプラス評価と,｢心性委曲,頗有不直事｣というマイナス評価が併
存している｡ 前者は同時代の日記 『永昌記』の匡房黄伝などにも共通するが,後者は 『中右記』だけに明














『中右記』には ｢戎人｣の言葉として,匡房は出仕せずに来訪者から聞いた ｢世間雑事｣を ｢筆端に任
せ｣｢暗に｣記しており,その記事には ｢人上｣｢僻事｣が多く ｢虚言｣をも含む,という批判がある｡ こ
の批判記事を検討して 『江記』の性格を考察する｡
まず,『中右記』のなかで ｢戎人｣が,『経信卿記』を経信の子孫が院に書写させたことについて,この






































































































桜に懸かり,焼失を免れたという説話 (『江家次第』等所載)について考察する｡ 延暦10年 (791)8月の
伊勢神宮の焼亡の際に,神体の神鏡に同様の奇瑞が生じたという説話が早くから存在し,諸記録に見えて
いる｡ 論者は,そういう奇瑞が生じなかった寛弘2年 (1005)11月 ･長暦4年 (1040)9月の内裏焼亡を
体験した貴族たちの,末世ゆえに奇瑞が生じなかったことを慨嘆する意識の中で,天徳4年の内裏焼亡が
延暦10年の伊勢神宮焼亡と融合し,伊勢の神鏡の奇瑞が内侍所の神鏡の上に取り込まれたというのが,天
徳の神鏡説話の成立過程であると論ずる｡ 天徳の内裏焼亡は,内侍所の神鏡が危機に瀕した,確実な記録
が残っている限りで最初の事件であり,先例を重視する貴族の思考習慣の中では,｢濫腸としての権威を
持った先例｣である｡ 寛弘 ･長暦と,同様の危機を体験した貴族たちの,それへの対処の方法を求めて天
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徳の先例に鑑みる思考習慣と,院政期の末世意識 ･下降史観とを結び付ける論証は説得力があり,こうし
た説話成立の契機がかなりの一般性を持つことを考えさせる｡
ただ,第5章で,『続古事談』の,無方針とも見える説話の配列に,家系,特に婿勇関係への関心から
類似の話を連接するという意識が看取されることを論ずるが,それぞれの指摘は興味深いものの,登場人
物の身分の差を考慮に入れずに話の類似をいうなど,論証の不備な点も幾つか見出される｡
第1部の日記論と第2部の説話論との関連が希薄なこともあり,本論が全体として論題をどこまで解明
したか疑問も残る｡しかし公事を中心とした貴族官人の生活と文学との接点は研究の余地が大きい分野で
ある｡今後はより詳細な掘り下げによって,院政期文学史全体の解明につなげてゆくことが望まれる｡
以上審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡1997
年1月13日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行った結果,合格と認
めた｡
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